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球陽高校
SSH通信 子供たちに何ができるのか知りたければ、

彼らにモノを与えるのをやめるべきだ。

ノーマン・ダグラス（英国の作家）

胞の働きを見つめて，真実を導き出す細

偉人の言葉

1月29日（土）に行われる球陽SSH生徒研究発表会の記念講演に来て頂く講師の先生を紹介します!

講師名：鈴木淳 すずき・じゅん （医学博士）

所 属：京都大学物質－細胞統合システム拠点（iCeMS）
副拠点長

専門分野：医生化学，細胞膜生物学

＜経歴＞
1977年に兵庫県尼崎市に生まれる。1999年からニュージーランドのヴィクト
リア大学に研究留学。2007年に大阪大学大学院医学系研究科博士課程を修了。
2007年から2015年まで京都大学大学院医学研究科医化学教室に在籍、大阪大
学免疫学フロンティア研究センターをへて、2017年から現職。

2019年には球陽高校に来校して頂きました!3年ぶりのカムバック講演!

引用:京都大学アイセムスＨＰ
（https://www.icems.kyoto-u.ac.jp/people/1359/）

んな専門分野？ど 設サイトへGO！特

引用:京都大学アイセムス
（https://www.icems.kyoto-
u.ac.jp/people/frontrunners/1216/）

細胞を取り囲む細胞膜（脂
質）は自分自身と外来とを
さえぎる境界としてのみ存
在するのではありません。
細胞膜は、死細胞が食細胞
に認識されたり細胞融合が
起こったりする細胞間のコ
ミュニケーションの場、ま
た血液凝固反応などが起こ
る化学反応の場として機能
し、細胞膜を制御するタン
パク質の異常は様々な病気
を引き起こします。当研究
室では細胞膜を制御する細
胞膜タンパク質に焦点を当
て基礎研究を行い、それの
関わる生命現象を深く理解
するとともに、病気の発症
の理解、ひいては治療戦略
の提案を目指します。

鈴木教授は，多くのメディアで取り上げられ，様々なイ
ンタビューや講義動画があります。
そこで，今回それらをまとめた特設サイトを作成しま
した!
下記QRコードから特設サイトを覗いてみてください!さ
らに鈴木教授に会いたくなること間違いなし!
URLは全生徒が所属しているTeamsにも添付しています。

▲Check it !


